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令和6年（2024年） No.221

8
もくじ
自己記録更新を目指して～第19回長島町小学校水泳記録会～
笑顔いっぱい、真夏のビーチ
赤潮対策に関する要望書を提出／令和６年度長島町消防操
法大会
教育長に田淵氏が就任／地域おこし協力隊通信

「ほっとひと息語り場カフェ」を開催～地域包括支援センターだ
より～／調整給付金を支給します
固定資産税に係る各種届出／食改さんをご存じですか？
令和５年度家庭ごみ組成状況報告～ながしまエコ通信～
マリンスポーツ体験者を募集します／町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル ～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お
礼／編集後記

［裏表紙］第24回「夏まつりチビッ子広場」開催！

 ７月20日（土） 11時22分

令和６年７月３１日現在 ※（ ）は前月比

4,356 （-５）

（-13）

（２）

（-11）

4,846
4,605
9,451

　７月 20 日に行われた
「わくわくどきどき科学教
室」では、約 220 人が参
加し、子どもから大人ま
で、科学の不思議に目を
輝かせていました。

（関連記事＝ P16 ）
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自
己
記
録
更
新
を
目
指
し
て

　
　
～
第
19
回
長
島
町
小
学
校
水
泳
記
録
会
～

３ ｜  広報ながしま  2024年8月号

　
７
月
23
日
、
小
学
生
が
日
頃
練
習
し
た
泳
ぎ
を

競
い
合
う
水
泳
記
録
会
が
町
民
プ
ー
ル
で
開
か
れ
、

町
内
７
つ
の
小
学
校
か
ら
５・６
年
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
開
会
式
の
選
手
宣
誓
で
は
、
伊
唐
小
５
年

の
七
條
千ち
ゆ
き幸
さ
ん（
写
真
左
）と
馬
場
朝あ
さ
ひ日
さ
ん（
同

右
）
が
「
自
分
の
記
録
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、
長

島
の
子
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
最
後
ま
で
泳
ぎ
切

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
選
手
ら
は
、自
由
形
や
平
泳
ぎ
、背
泳
ぎ
、チ
ー

ム
で
団
結
す
る
２
０
０
㍍
リ
レ
ー
に
挑
み
、
応
援

に
駆
け
付
け
た
家
族
や
仲
間
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
力
い
っ
ぱ
い
の
泳
ぎ
を
見
せ
ま
し
た
。

※
各
種
目
１
位
の
み
を
掲
載

女　子
５年
25 ｍ自由形　　　　　
50 ｍ自由形　　　　
25 ｍ平泳ぎ　　　　
50 ｍ平泳ぎ　　

６年
50 ｍ自由形　
100 ｍ自由形
50 ｍ平泳ぎ　
100 ｍ平泳ぎ　　

５・６年
50 ｍ背泳ぎ　　
200 ｍリレー　　

野中絆太郎（鷹　巣）
加世堂泰晴（川　床）
小﨑　天志（平　尾）
髙田明日希（川　床）

須嵜　敢太（獅子島）
宮瀬　璃空（平　尾）
町田　瑛太（城川内）
宮瀬　璃空（平　尾）

岩下　蒼波（川　床）
獅子島　　　　　　

20 秒７
48 秒１
33 秒２

１分 06 秒７

42 秒９
１分 37 秒４
１分 03 秒４
２分 01 秒５

１分 04 秒７
３分 32 秒９

宮瀬　絢音（平　尾）
大堂　鈴夏（平　尾）
橋本　彩希（鷹　巣）
大堂　鈴夏（平　尾）

白濵　　蘭（平　尾）
町田　結亜（蔵之元）
森山　幸愛（川　床）

森山　幸愛（川　床）
平尾小 A

24 秒４
54 秒８
38 秒９

１分 11 秒８

46 秒７
１分 49 秒５
１分 04 秒２

１分 08 秒２
３分 42 秒５

男　子

（白濵 　義・須嵜 敢太・山下 海・岩下 眞大・荒田 航丞）

５年
25 ｍ自由形　　　　
50 ｍ自由形　　　　　
25 ｍ平泳ぎ　　　　
50 ｍ平泳ぎ　　

６年
50 ｍ自由形　　　　
100 m 自由形　　
50 ｍ平泳ぎ　

５・６年
50 ｍ背泳ぎ　　
200 ｍリレー　　

　　（白濵 蘭・大堂 鈴夏・湊 恋音・坪久田徠夏・二階堂 琴羽）
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
真
夏
の
ビ
ー
チ

　

７
月
27
日
と
28
日
の
２
日
間
、

あ
づ
ま
海
水
浴
場
で
「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
な
が
し
ま

２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
27
日
は
、
夏
ま
つ
り
納
涼
大
会
が

行
わ
れ
、
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
も
う

と
約
千
人
が
集
ま
り
、開
会
式
で
は
、

長
島
町
観
光
協
会
の
波
戸
正
和
会
長

が
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
深

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
全
力
で

盛
り
上
が
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
海
辺
に
設
け
ら
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
の
ほ
か
、
町
内
の
個
人
・
団
体
に

よ
る
、
歌
や
ダ
ン
ス
に
観
客
席
か
ら

は
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
終
盤
に
は
、
前
川
ひ
ろ

し
さ
ん
に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
と

大
き
な
打
上
げ
花
火
に
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
28
日
の
あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
２
４

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
で
は
、
町
内
外

か
ら
32
チ
ー
ム
が
出
場
。
強
い
日
差

し
が
照
り
つ
け
、
や
け
ど
し
そ
う
な

ほ
ど
熱
く
な
っ
た
砂
の
上
で
、
選
手

ら
は
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
は
つ
ら
つ

と
し
た
プ
レ
ー
を
見
せ
、
会
場
を
沸

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
５
つ
の
コ
ー
ト
で
予
選
を
勝
ち
抜

き
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
の
は
、
鹿
児

島
市
か
ら
参
加
し
た
「
チ
ー
ム
ゆ
う

き
」。
選
手
ら
は
応
援
し
て
く
れ
た

仲
間
と
一
緒
に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

て
い
ま
し
た
。　

１．納涼大会を彩った打上げ花火　２．前川ひろしさんによるものま
ねショー　３．ボールすくいを楽しむ来場者　４．盛り上がりを見せた
カラオケ大会　５．あいさつをする波戸会長　６．ケ・アロハ・アロア
ロケイキ　７．長島ひょっとこ会　８．ビーチバレーで優勝した「チー
ムゆうき」９．１０．熱戦を繰り広げたビーチバレー大会

７７

６６

４

３３ ２２５５

８８

１０

９

１１



広報ながしま  2024年8月号  ｜  ６ 

赤
潮
対
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

令
和
６
年
度
長
島
町
消
防
操
法
大
会

　
６
月
30
日
、
火
災
現
場
を
想
定
し

た
機
敏
な
規
律
動
作
と
正
確
な
機
械

器
具
操
作
を
競
う
、
長
島
町
消
防
操

法
大
会
が
蔵
之
元
港
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
４
つ

の
方
面
隊
の
代
表
４
チ
ー
ム
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
各
分
団
か
ら
７
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
団
員
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
訓

練
の
成
果
を
披
露
。
訓
練
を
共
に
し
た

仲
間
や
そ
れ
を
支
え
て
き
た
家
族
ら
が

見
守
る
中
、「
操
作
始
め
」
の
号
令
と

同
時
に
操
作
員
は
機
敏
な
ホ
ー
ス
展
張

や
ポ
ン
プ
操
作
を
行
い
ま
し
た
。
操
法

終
了
後
は
、
会
場
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
大
会
成
績

ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝　
第
２
方
面
隊　
諸
浦
分
団

２
位　
第
１
方
面
隊　
汐
見
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　
城
川
内
分
団

２
位　
中
央
分
団

３
位　
平
尾
分
団

ポンプ車の部優勝　第２方面隊　諸浦分団ポンプ車の部優勝　第２方面隊　諸浦分団 小型ポンプの部優勝　城川内分団小型ポンプの部優勝　城川内分団

火点に向けて正確に放水火点に向けて正確に放水 一直線にホース展張一直線にホース展張 スピードと連携が必要なスピードと連携が必要な
吸管伸張吸管伸張

　
７
月
26
日
、
赤
潮
被
害
が

出
た
東
町
漁
業
協
同
組
合
が

中
心
と
な
り
、
管
内
の
北
さ

つ
ま
漁
業
協
同
組
合
と
長
島

町
お
よ
び
長
島
町
議
会
が
県

へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

　
５
月
31
日
に
県
水
産
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー
の
赤
潮
注
意

報
、
６
月
10
日
に
赤
潮
警
報

の
発
出
を
受
け
、
東
町
漁
業

協
同
組
合
が
沖
合
調
査
を
実

施
し
、
監
視
体
制
を
強
化
。

町
内
養
殖
業
者
は
、
餌
止
め

や
、
い
け
す
の
沈
下
、
足
し

網
を
行
う
な
ど
の
赤
潮
対
策

に
努
め
ま
し
た
が
、
約
１
億

円
の
被
害
が
出
ま
し
た
。　

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
漁

業
災
害
補
償
制
度
の
見
直
し

や
、
赤
潮
防
除
剤
購
入
資
金

支
援
な
ど
を
盛
り
込
み
、
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
魚
類
養

殖
業
を
守
り
、
存
続
す
る
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。



７ ｜  広報ながしま  2024年8月号しま  2023年２月号

長
島
町
に
宿
泊
学
習
生
を
招
待

全
国
に
２
万
８
千
人
以
上
の

生
徒
を
有
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
高
校
、
Ｎ
高
等
学
校
と
Ｓ

高
等
学
校
の
生
徒
20
人
が
、
６

月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
４
日

間
、
長
島
大
陸
マ
ン
ダ
リ
ン
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ
を
拠
点
に
長
島
町
の
漁

業
を
体
験
す
る
宿
泊
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
引
き

続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

渋
谷
日ひ
よ
り和
さ
ん
が
企
画
・
運
営

を
行
い
、
長
島
町
の
漁
業
と
食

と
人
の
魅
力
を
存
分
に
体
験
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
町
内
事
業
者
協
力
の
下
、
ブ

リ
養
殖
現
場
見
学
や
船
釣
り
、

魚
さ
ば
き
、味
噌
づ
く
り
な
ど
、

都
市
部
出
身
の
高
校
生
に
と
っ

て
は
初
め
て
見
る
景
色
や
体
験

の
詰
ま
っ
た
４
日
間
に
な
り
ま

し
た
。
最
終
日
に
は
「
若
者
が

長
島
町
に
来
た
く
な
る
動
画
」

を
テ
ー
マ
に
１
分
間
の
魅
力
発

信
動
画
を
作
成
。
町
長
や
お
世

話
に
な
っ
た
町
民
の
前
で
発
表

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
実
際

の
漁
業
に
つ
い
て
間
近
で
初
め

て
見
て
、
一
次
産
業
と
二
次
産

業
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」「
地
域
の
協
力
体
制
や
、

つ
な
が
り
の
深
さ
、
そ
れ
を
継

続
す
る
力
を
知
れ
た
」
と
振
り

返
り
、
保
護
者
か
ら
は
「
長
島

町
で
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
子
ど
も
が
い
か
に
長
島
の

ブ
リ
が
お
い
し
い
か
を
力
説
し

て
い
た
の
で
、
我
が
家
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
で
ブ
リ
を
注
文

す
る
こ
と
に
し
た
。
家
族
で

長
島
町
へ
行
っ
て
み
た
い
」
と

お
礼
の
便
り
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
渋
谷
さ
ん
は「
今
回
の
企
画・

運
営
を
通
し
て
、
自
分
自
身
も

町
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
知
ら
な

か
っ
た
側
面
を
経
験
で
き
た
。

移
住
１
年
目
で
感
じ
た
、
た
く

さ
ん
の
感
動
を
他
の
若
者
に
ど

う
し
た
ら
味
わ
っ
て
も
ら
え
る

か
、
参
加
者
が
作
成
し
た
動
画

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
な
が
ら
、
秋

の
農
業
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も

生
か
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

教
育
長
に
田
淵
氏
が
就
任

　
こ
の
た
び
、
町
議
会
臨
時
会

で
教
育
長
に
承
認
い
た
だ
き
、

就
任
し
ま
し
た
田
淵
省
二
で
ご

ざ
い
ま
す
。

長
島
町
出
身
の
私
が
、
約
40

年
前
に
長
島
を
出
る
時
に
、
教

育
長
に
な
っ
て
戻
っ
て
来
る
と

は
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。「
故
郷
は
遠
き
に
離
れ
て
思

う
も
の
」
と
は
良
く
言
っ
た
も

の
で
、
帰
省
す
る
た
び
に
、
だ

ん
だ
ん
畑
や
美
し
い
花
ば
な
の

町
の
景
色
に
心
を
打
た
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
、
先
人
た
ち
が

残
し
て
き
た「
長
島
愛
」を
し
っ

か
り
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

　
長
島
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
、
今
ま
で
培
っ
て
き

た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
の
一
員
と
し
て
全
力

で
本
職
に
取
り
組
み
、
学
校
と

保
護
者
、
地
域
、
関
係
機
関
と

連
携
を
強
め
、
だ
ん
だ
ん
畑
の

石
積
み
を
積
む
様
に
、
一
歩
ず

つ
確
実
に
町
の
教
育
の
土
台
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
創
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

教育長
田淵　省二（65）
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問
い
合
わ
せ
先

〇
給
付
金
に
つ
い
て　

　
役
場
福
祉
事
務
所

　
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
０（
８
５
７
０
）１
２
８
５

〇
定
額
減
税
に
つ
い
て

　
役
場
税
務
課
町
民
税
係

　
☎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

「
ほ
っ
と
ひ
と
息
語
り
場
カ
フ
ェ
」
を
開
催

 　
　
　
　

    

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

　
町
で
は
、
認
知
症
の
か
た
な
ど
を

介
護
す
る
家
族
が
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
気
楽
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て

「
ほ
っ
と
ひ
と
息
語
り
場
カ
フ
ェ
～

介
護
の
悩
み
を
分
か
ち
あ
お
う
～
」

を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時

　
９
月
20
日
（
金
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

〇
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル
１
階　
ロ
ビ
ー

〇
内
容

・
介
護
に
つ
い
て
の
講
話

・
参
加
者
同
士
の
交
流

・
個
別
相
談
（
希
望
者
）

〇
対
象

　
町
内
で
家
族
を
介
護
し
て
い
る
か

た
、
認
知
症
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る

か
た
、
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い

か
た
な
ど

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ひらがなを並び替えて言葉をつくろう。

①	 くどろうこうそ（車で旅行する時に便利です）
②	 あなげびはちう（夏の風物詩）
③	 いぎきょんくす（夏祭りの定番です）
④	 もぐにゅどうう（夏の空にモクモクと浮かんでいます）
⑤	 とかこうせんり（目が回りそうな形をしています）

調
整
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　
町
で
は
、
本
年
度
に
実
施
さ
れ
て

い
る
定
額
減
税
に
お
い
て
、
納
税
者

本
人
と
扶
養
親
族
の
数
か
ら
算
定
さ

れ
る
減
税
額
が
、
定
額
減
税
を
行
う

前
の
推
計
所
得
税
額
・
個
人
住
民
税

所
得
割
額
を
上
回
っ
て
お
り
、
定
額

減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合

に
、
そ
の
差
額
を
給
付
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

〇
支
給
対
象
者

　
令
和
６
年
度
個
人
住
民
税
が
本
町
で
課
税
さ
れ
て
い
る
か
た
の
う
ち
、
定
額
減
税
可
能
額
が
令
和
６
年
分
推

計
所
得
税
額
ま
た
は
令
和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得
割
額
を
上
回
る
と
見
込
ま
れ
る
か
た

〇
支
給
金
額

　
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
額
を
１
万
円
単
位
に
切
り
上
げ
た
額

【
算
出
方
法
】

①
所
得
税
（
調
整
給
付
に
お
い
て
は
令
和
６
年
推
計
所
得
税
額
）

　
減
税
対
象
人
数
×
３
万
円

②
個
人
住
民
税
所
得
割

　
減
税
対
象
人
数
×
１
万
円

【
支
給
額
】

　
①
お
よ
び
②
の
そ
れ
ぞ
れ
で
減
税
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
合
計
し
、
そ
の
額
を
１
万
円
単
位
で
切
り
上
げ
た

額
が
支
給
金
額
と
な
り
ま
す
。

※
減
税
対
象
人
数
と
は
、
本
人
と
同
一
生
計
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
人
数
を
言
い
ま
す
。

〇
申
請
手
続
き

　
対
象
の
か
た
へ
支
給
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
く
だ
さ
い
。

（
確
認
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能
で
す
）

〇
申
込
期
限

　
10
月
31
日
（
木
）

①こうそくどうろ　②うちあげはなび③きんぎょすくい　④にゅうどうぐも　⑤かとりせんこう
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問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
固
定
資
産
税
係　
　
　

　
☎︎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

食
改
さ
ん
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
「
食し
ょ
っ
か
い改」
と
は
食
生
活
改
善
推
進

員
の
略
で
「
私
達
の
健
康
は
私
達
の

手
で
～
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
つ
な
ご

う
郷
土
の
味
～
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

町
民
へ
向
け
て
食
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

　
６
月
11
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
あ
っ
た
調
理
実
習
で
は
、「
男
性

で
も
簡
単
に
で
き
る
料
理
」
を
テ
ー

マ
に
、
鹿
児
島
の
郷
土
料
理
「
さ
つ

ま
汁
」
な
ど
５
品
を
作
り
、
好
評
で

し
た
。

　
今
年
度
は
、
こ
の
テ
ー
マ
基
に
、

依
頼
が
あ
れ
ば
各
地
域
へ
出
張
し
、

料
理
教
室
を
行
う
予
定
で
す
。
他
に

も
「
減
塩
方
法
が
知
り
た
い
」「
食

生
活
に
興
味
が
あ
る
」
と
い
う
人
は

食
改
さ
ん
へ
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ

さ
い
。

固
定
資
産
税
に
係
る
各
種
届
出

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
賦
課
期
日

（
１
月
１
日
）
時
点
の
課
税
台
帳
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
に
基
づ
い
て

課
税
さ
れ
ま
す
。
固
定
資
産（
土
地・

家
屋
・
償
却
資
産
）
の
次
の
①
～
③

の
よ
う
に
現
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
変
更
届
が
必
要
で
す
。

①
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
・
納
税
義
務
者
を
変
更
し
た
い
場
合

　
「
課
税
台
帳
所
有
者
・
納
税
義
務
者
変
更
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
現
在
の
納
税
義
務
者
お
よ
び
新
た
な
納
税
義
務
者
双
方
の
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。

【
例
】
納
税
義
務
者
が
死
亡
し
た
、
売
買
な
ど
で
新
た
に
土
地
・
家
屋
を

保
有
し
た
な
ど

②
家
屋
を
解
体
し
た
場
合

　
「
課
税
台
帳
家
屋
抹
消
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
例
】
住
宅
、
倉
庫
を
解
体
し
た
な
ど

③
土
地
の
使
用
状
況
（
現
況
）
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

　
「
課
税
地
目
変
更
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
例
】
山
林
を
切
り
開
い
て
住
宅
を
建
築
し
た
（
山
林
か
ら
宅
地
）

　
　

  

家
屋
を
解
体
し
て
畑
を
造
成
し
た
（
宅
地
か
ら
畑
）

　
な
お
「
そ
の
他
雑
種
地
」
に
つ
い
て
は
、
現
況
に
よ
っ
て
評
価
基
準
が

変
わ
り
ま
す
。
現
況
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
】
駐
車
場
か
ら
太
陽
光
発
電
施
設
利
用
地
へ
転
用
（
法
面
含
む
）

        

未
利
用
地
か
ら
造
成
・
集
積
場
（
平
地
）
へ
転
用
な
ど

い
る
団
体
で
す
。

　
池
田
よ
ね
子
会
長
を
中
心
に
現
在

18
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
に
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
調
理

実
習
や
試
食
な
ど
を
通
し
て
町
民
の
皆

さ
ん
へ
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
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令
和
５
年
度
家
庭
ご
み
組
成
状
況
報
告

　
　
　
　
　
　

〜
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
〜

　
町
か
ら
搬
出
さ
れ
た
令
和
５
年
度
の

家
庭
ご
み
の
組
成
状
況
を
報
告
し
ま

す
。

　

一
般
家
庭
か
ら
出
た
燃
や
せ
る
ご

み
の
内
訳
は
、
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り

と
な
っ
て
お
り
、
①
紙
類
25
・
５
％
、

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
22
・
７
％
、
③

厨ち
ゅ
う
か
い芥
類
（
生
ご
み
）
17
・
２
％
の
３

種
類
で
、
全
体
の
約
65
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
燃
や

せ
る
ご
み
の
排
出
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
組
成
状
況
を
鑑
み
る
と

さ
ら
な
る
減
量
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ご
み
を
出
す
時
に
は
、ご
み
分
別
表（
ご

み
分
別
ア
プ
リ
『
さ
ん
あ
ー
る
』
な
ど
）

を
確
認
し
て
ご
み
の
分
別
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎（
86
）１
１
５
３﹇
直
通
﹈

【グラフ１】令和５年度長島町内訳（大分類）

①紙類　25.5％①紙類　25.5％

②プラスチック類②プラスチック類
　　　　22.7％　　　　22.7％③厨芥類　17.2％　③厨芥類　17.2％　

その他可燃ごみ
　　　20.6％

ゴム・皮革類
　　　2.0％

草木類　2.4％

繊維類　9.4％

【グラフ２】生活古紙類（１）

資源化できない紙資源化できない紙
46.5％46.5％

新聞・広告紙　10.5％新聞・広告紙　10.5％

書籍類　3.9％書籍類　3.9％

シュレッダーくず　1.4％シュレッダーくず　1.4％

紙パック　3.8％紙パック　3.8％

紙製容器包装紙製容器包装
　　　15.1％　　　15.1％

段ボール　6.7％段ボール　6.7％

その他資源可能な紙　12.1％その他資源可能な紙　12.1％

　
そ
の
中
で
も
、
全
体
の
約

半
分
を
占
め
て
い
る
、
紙
類

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
内
訳

を
示
し
た
も
の
が
グ
ラ
フ
２

と
３
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
内
訳
を
見
る
と

燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
入
っ

て
い
た
紙
類
の
中
の
53
・

５
％
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

中
の
66
・
２
％
が
資
源
化
で

き
る
紙
類
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
と
な
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ

４
、５
）

【グラフ３】生活系プラスチック類内訳（１）

ペットボトルペットボトル
9.3％9.3％

梱包・包装　1.6％梱包・包装　1.6％

プラ製容器包装プラ製容器包装
54.5％54.5％

発泡性緩衝材　0.8％発泡性緩衝材　0.8％

プラマークが確認プラマークが確認
できなかったプラできなかったプラ
　　　　16.9％　　　　16.9％

硬質プラスチック硬質プラスチック
　　　　16.9％　　　　16.9％

【グラフ４】生活系古紙類（２）

資源化できない紙資源化できない紙
46.5％46.5％

資源化できる紙資源化できる紙
53.5％53.5％

【グラフ５】生活系プラスチック類内訳（２）

資源化できる資源化できる
プラスチック類プラスチック類
66.2％66.2％

プラマークが確認プラマークが確認
できなかったプラできなかったプラ
　　　　16.9％　　　　16.9％

硬質プラスチック硬質プラスチック
　　　　16.9％　　　　16.9％
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１
日
（
月
）

４
日
（
木
）

５
日
（
金
）

８
日
（
月
）

９
日
（
火
）

10
日
（
水
）

12
日
（
金
）

16
日
（
火
）

19
日
（
金
）

21
日
（
日
）

22
日
（
月
）

23
日
（
火
）

24
日
（
水
）

25
日
（
木
）

26
日
（
金
）

27
日
（
土
）

28
日
（
日
）

29
日
（
月
）

30
日
（
火
）

31
日
（
水
） 社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
出
発
式
（
役
場
）

鹿
児
島
県
町
村
会
役
員
県
外
視
察
（
北
海
道
）
～
３
日
（
水
）

あ
づ
ま
海
水
浴
場
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
い
さ
つ
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

大
浦
慶
子
教
育
長
退
任
式
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

令
和
６
年
度
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
総
会
（
出
水
市
）

田
淵
省
二
教
育
長
辞
令
交
付
式・全
体
朝
礼（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
県
港
湾
協
会
理
事
会
・
総
会
（
鹿
児
島
市
）

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会
（
愛
知
県
）

新
規
就
農
者
励
ま
し
の
会
・
情
報
交
換
会
（
出
水
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
に
係
る
中
央
要
望
（
東
京
都
）

県
農
業
信
用
基
金
協
会
第
３
回
理
事
会
・
通
常
総
会

治
山
林
道
協
会
定
時
総
会
（
鹿
児
島
市
）

天
草
・
長
島
・
島
原
架
橋
建
設
促
進
第
72
回
三
地
区
親
善
体
育
大
会
（
阿
久
根
市
）

中
学
校
再
編
議
会
特
別
委
員
会
（
役
場
）

戦
没
者
追
悼
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

北
薩
地
域
土
改
連
連
絡
協
議
会
（
さ
つ
ま
町
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会
（
出
水
市
）

長
島
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

総
合
教
育
会
議
（
指
江
支
所
）

赤
潮
被
害
対
策
要
望
書
提
出
（
県
庁
）

北
海
道
東
神
楽
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
歓
迎
式
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

令
和
６
年
度
天
草
・
出
水
県
際
交
流
促
進
協
議
会
総
会
お
よ
び
天
草
・

長
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
総
会
（
天
草
市
）

北
海
道
東
神
楽
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
お
別
れ
式
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

空
き
家
対
策
等
協
議
会
（
役
場
）

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
　

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で

は
、『
第
２
回
砂
Ａ
Ｓ
Ｏ
ビ
ー
チ
ｉ

ｎ
長
島
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
普
段
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

マ
リ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
次
の
と
お
り

用
意
し
て
い
ま
す
。

※
参
加
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

〇
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
飛
ば
し

・
ビ
ー
チ
宝
探
し

・
水
鉄
砲
対
決

・
砂
ア
ー
ト

・
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ

・
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験

〇
日
時

　
９
月
14
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
15
分
～

〇
場
所　
小
浜
海
水
浴
場

〇
申
込
期
限　
９
月
６
日
（
金
）
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令
和
６
年
度
長
島
町
職
員
採

用
試
験

　
町
で
は
、令
和
７
年
度
に
採
用
す
る
長
島

町
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

〇
１
次
試
験
日
程

　
９
月
22
日（
日
）

〇
募
集
職
種

　

一
般
事
務
職
、建
築
技
術
職
、土
木
技
術

職
、保
健
師
お
よ
び
消
防
職

〇
受
験
資
格

　
35
歳
ま
で　

※
一
部
の
職
種
を
除
く

〇
募
集
期
限

　
８
月
23
日（
金
）

〇
応
募
用
紙
な
ど

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
総
務
課
な
ら
び

に
総
合
管
理
課
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
職
員
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

生
涯
学
習
短
期
講
座

　
町
で
は
、生
涯
学
習
短
期
講
座
を
開
講
し
、

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
楽
し
く

学
べ
る
」機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
内
容

・
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

・
陶
芸
講
座

・
ラ
ー
ジ
卓
球
講
座

・
デ
ジ
タ
ル
学
習
講
座

〇
開
催
日

・
９
月
24
日
（
火
）

・
10
月
１
日
（
火
）

・
10
月
８
日
（
火
）

・
10
月
15
日
（
火
）

・
10
月
22
日
（
火
）

※
時
間
は
講
座
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

※
１
講
座
２
時
間
程
度
で
計
５
回
の
開
講
で

す
。

〇
申
込
締
切

　
９
月
３
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

地
域
社
会
貢
献
事
業
講
演
会

　
（
公
社
）北
薩
法
人
会
主
催
の
講
演
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
地
域
社
会
貢
献
事
業「
田
﨑
史
郎
氏
講
演
会
」

〇
日
時

　
９
月
18
日（
水
）　
午
後
４
時
～
５
時
30
分

〇
会
場

　
ホ
テ
ル
キ
ン
グ（
出
水
市
）

〇
募
集
定
員

　
定
員
な
し

〇
対
象

　
制
限
な
し

〇
参
加
料

　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）北
薩
法
人
会
事
務
局

　
☎
０
９
９
６（
68
）１
３
３
８

生
涯
学
習
ふ
れ
あ
い
展
示　
　

　
県
内
で
生
涯
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
の
作
品
展
示
や
、教
育
機
関
な
ど
の

紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
各
団

体
の
活
動
の
成
果
や
新
し
い
情
報
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

〇
日
時

　
 

9
月
7
日(

土)

～
9
月
15
日(

日)
　

 
午
前
9
時
～
午
後
4
時

※
9
月
9
日(

月)

は
休
館
日
。
最
終
日
の
み

午
後
3
時
ま
で

〇
場
所 

　
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

〇
内
容 

　
絵
画
、写
真
パ
ネ
ル
、押
花
、ク
ラ
フ
ト
作

品
、仏
像
な
ど
の
展
示

〇
入
場
料　
無
料

※
詳
し
く
は
、当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー
」で

検
索)

を
閲
覧
い
た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー

　
（
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
０
９
９(

２
２
１)

６
６
０
４

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
入

校
生
募
集

　

鹿
児
島
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、障
が
い
を
持
っ
て
い
る
か
た
を
対
象
に

令
和
７
年
度
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
期
限

　
９
月
25
日（
水
）ま
で

〇
試
験
場
所

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校（
薩
摩

川
内
市
入
来
）、奄
美
市
、熊
本
市
、宮
崎
市

〇
試
験
内
容

　
筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
）お
よ
び
面
接

〇
募
集
科
目

　
情
報
電
子
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、Ｏ

Ａ
事
務
、介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、ア
パ
レ
ル

〇
授
業
料

　
無
料

※
寮
併
設
し
て
い
ま
す
。

〇
訓
練
期
間

　
１
年
間（
令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年
３
月
）

〇
申
込
方
法

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
９
６（
44
）２
２
０
６

「
河
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
世
界

　
「
河
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」と
は
、長
年
県
の

考
古
学
会
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
考
古
学
者
河

口
貞
徳
氏（
１
９
０
９
～
２
０
１
０
）が
調
査

し
た
遺
跡
の
記
録
や
土
器
、石
器
な
ど
の
考

古
資
料
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
、県
と
日
置
市
教
育
委
員
会
が
共
同

で
河
口
氏
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
黒
川
洞
穴

（
日
置
市
吹
上
町
）の
調
査
成
果
を
報
告
す
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時 

　
8
月
25
日(

日)

　
午
後
1
時
～
3
時
40
分

〇
場
所 　
吹
上
中
央
公
民
館

〇
内
容

〇
講
演
①

・「
黒
川
洞
穴
の
整
理
作
業
で
わ
か
っ
た
こ
と
」

・ 

講
師

　
堂
込
秀
人

　
（
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
文
化
財
研
究
員
）

〇
講
演
②

・「
黒
川
洞
穴
の
発
掘
調
査
と
吹
上
の
縄
文
時
代
」

・ 

講
師　

　
池
畑
耕
一
氏

　
（
元
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
次
長
）

〇
参
加
費　
無
料

〇
申
し
込
み　
不
要

〇
定
員　

　
２
０
０
人

※
詳
し
く
は
、埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

「
鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」で

検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
５(

48)

５
８
１
１

吹
上
高
等
技
術
専
門
学
校
入

校
生
募
集

　
吹
上
高
等
技
術
専
門
学
校
は
、職
業
能
力

開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る

県
立
の
職
業
能
力
開
発
校
で
す
。
令
和
７
年

度
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
科
目（
定
員
）

・
自
動
車
工
学
科（
20
人
）

・
金
属
加
工
科（
20
人
）

〇
訓
練
期
間　
２
年
間

〇
試
験
日
程

　
10
月
に
推
薦
選
考
試
験
を
行
い
11
月
～
３

月
ま
で
月
1
回
で
一
般
選
考
試
験
を
実
施
し

ま
す
。
最
終
締
切
日
は
令
和
７
年
２
月
28
日

（
金
）と
な
り
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〇
応
募
資
格

・
自
動
車
工
学
科

　
高
等
学
校
卒
業
も
し
く
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

・
金
属
加
工
科

　
義
務
教
育
終
了
も
し
く
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

〇
選
考
方
法

　
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校　

　
☎
０
９
９（
２
９
６
）２
０
５
０

消
費
生
活
相
談
員
養
成
講
座

開
催
決
定

　
消
費
生
活
相
談
員
に
な
る
た
め
の
講
座
の

う
ち
、「
消
費
生
活
相
談
員
養
成
講
座
」の
対

面
講
座
が
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
・
対
面
講
座
を
通
じ
て
実
際

の
消
費
生
活
相
談
業
務
で
必
要
と
な
る
発
展

的
な
知
識
や
実
践
力
が
習
得
で
き
ま
す
。　

〇
開
催
日

　
11
月
30
日(

土)

〇
場
所

 　
鹿
児
島
県
庁
行
政
庁
舎
２
階
講
堂

〇
内
容

　

 

啓
発
講
座
の
紹
介
や
事
例
検
討

〇
参
加
費  

無
料

〇
申
込
方
法

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
チ
ラ
シ
中
Ｕ
Ｒ

Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〇
申
込
期
間

　
9
月
4
日(

水)

～
18
日(

水)　

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

(

「
鹿
児
島
県　
消
費
生
活
相
談
員　
対
策
」

で
検
索

◎
問
い
合
わ
せ
先

  

県
く
ら
し
共
生
協
働
課
消
費
者
行
政
推
進
室

　
☎
０
９
９(

２
８
６)

２
５
２
１
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川
床
中
学
校
で
福
祉
体
験
学
習

暮
ら
し
の
幸
せ
を
共
に
し
て
い
き
た
い

　
６
月
21
日
、川
床
中
学
校
（
西
元
ひ
と
み
校
長・

46
人
）
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
㈱
カ
ク
イ
ッ
ク

ス
ウ
ィ
ン
グ
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、
福
祉
体
験

学
習
を
開
催
し
、
２
年
生
16
人
が
高
齢
者
の
疑
似

体
験
と
介
護
体
験
を
行
い
、
介
護
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
菊
地
悠ゆ
う
せ
い星
さ
ん
は
「
高
齢
者
疑
似
体
験
を
通
し

て
視
覚
や
聴
覚
、
関
節
の
動
き
の
不
便
さ
を
感
じ

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

暮
ら
し
の
幸
せ
を
共
に
し
て
い
き
た
い
」
と
福
祉

の
大
切
さ
を
感
じ
た
様
子
で
し
た
。

　　
６
月
24
日
、
鷹
巣
中
学
校
（
肱
岡
博
史
校
長
・

89
人
）
で
プ
ロ
選
手
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
や
楽
し
さ
な
ど
を

体
験
で
き
る
と
共
に
生
徒
の
将
来
に
向
け
た
自
己

実
現
に
つ
な
が
る
意
欲
喚
起
に
な
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
の
育
成
ス

タ
ッ
フ
や
山
口
バ
ッ
ツ
フ
ァ
イ
ブ
の
選
手
ら
が

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
方
法
や
基
礎
練
習
を
指

導
し
た
後
、
実
際
に
試
合
を
行
い
、
生
徒
と
指
導

者
共
に
、
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

鷹
巣
中
学
校
で
プ
ロ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
指
導

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　
６
月
27
日
、
川
床
小
学
校
（
黒
川
周
一
校
長
・

98
人
）
で
、
日
本
で
最
も
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇

り
、
音
楽
文
化
の
向
上
と
発
展
に
務
め
る
『
Ｏ
ｓ

ａ
ｋ
ａ 

Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ 

Ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ

ｔ
ｒ
ａ
（
大
阪
市
音
楽
団
）』
に
よ
る
吹
奏
楽
演

奏
の
鑑
賞
会
が
あ
り
、
総
勢
お
よ
そ
50
人
の
プ
ロ

に
よ
る
大
迫
力
の
生
演
奏
に
児
童
ら
は
、
目
を
輝

か
せ
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
演
奏
後
は
、
指
揮
者
の
体
験
活
動
も
あ
り
、
久

保
紗さ

ゆ

み
由
未
さ
ん
（
６
年
）
は
「
演
奏
者
が
私
の
指

揮
に
合
わ
せ
て
く
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
。
指

揮
は
難
し
い
と
思
っ
た
」
と
貴
重
な
体
験
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
吹
奏
楽
の
演
奏
に
合
わ
せ
全
校
で
校

歌
を
歌
い
、
児
童
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
感
動

の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

川
床
小
学
校
で
吹
奏
楽
の
芸
術
鑑
賞
会

プ
ロ
の
生
演
奏
に
感
動



15　｜　広報ながしま  2024年8月号    

　

６
月
24
日
、
鶴
翔
高
等
学
校
（
阿
久
根
市
）、

総
合
学
科
情
報
・
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
２・
３
年
生
の

課
題
研
究
授
業
の
一
環
で
開
発
さ
れ
た
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
完
成
発
表
会
お
よ
び
試
食
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ア
イ
ス
は
「
ぽ
て
ぽ
て
あ
い
す
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ

味
）」「
お
れ
ん
じ
あ
い
し
ゅ
ー
（
島
ミ
カ
ン
味
）」

「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
バ
ー
（
ミ
ル
ク
味
）」
の
３
種
類

で
、７
月
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
開
発
。

生
徒
ら
は
「
こ
れ
ま
で
に
無
い
ア
イ
ス
の
食
感
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。　

鶴
翔
高
校
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
開
発

こ
れ
ま
で
に
無
い
ア
イ
ス
の
食
感

　
６
月
27
日
、
阿
久
根
警
察
署
と
町
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
映
像
提
供
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
事
件
事
故
の
抑
止
効
果
お
よ

び
そ
れ
ら
の
真
相
解
明
や
住
人
の
安
心
感
に
き
わ

め
て
重
要
で
、
町
内
で
は
13
カ
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
春
田
和
弘
署
長
は
「
こ
れ
か
ら
長
島
町
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
協
定
に
基
づ
く
各
種
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
。
町
の
安
心
安
全
に
寄
与
す
る
こ

と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
提
供
に
関
す
る
協
定
締
結
式

連
携
を
図
り
安
心
安
全
に
寄
与

　
７
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン

ド
セ
ン
タ
ー
な
ど
町
内
３
会
場
で
、（
一
社
）
人

劇
団
さ
ん
ぽ
（
福
岡
県
）
に
よ
る
第
27
回
長
島
町

子
ど
も
芸
術
劇
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
町
内
の
未
就
学
児
を
中
心
と
し

て
芸
術
に
親
し
み
、
感
性
を
育
む
た
め
、
例
年
行

わ
れ
て
お
り
、
各
会
場
に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
題
目
は
、「
猫
の
も
め
事
び
ん
ぼ
う
神
」

で
和
紙
を
使
っ
た
折
り
紙
人
形
や
太
鼓
や
笛
の
音

色
に
合
わ
せ
た
演
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
27
回
子
ど
も
芸
術
劇
場

折
り
紙
と
太
鼓
や
笛
の
音
色
で
ワ
ク
ワ
ク

　
６
月
25
日
、
平
尾
中
学
校
（
有
馬
賢
一
校
長
・

33
人
）
で
、
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
（
池
田
よ

ね
子
会
長
）
の
４
人
を
講
師
に
迎
え
て
１
年
生
を

対
象
に
鹿
児
島
の
郷
土
料
理
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
師
と
生
徒
ら
は
、
楽
し
み
な
が
ら
、
キ
ビ

ナ
ゴ
の
蒲
焼
と
ナ
ス
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
旬
の
食
材

を
使
っ
た
、
か
い
の
こ
汁
を
作
り
ま
し
た
。

　
澤
田
晨あ
す
は羽
さ
ん
は
「
キ
ビ
ナ
ゴ
の
手
開
き
で
講

師
か
ら
『
さ
ば
く
の
が
、
は
や
い
ね
』
と
褒
め
ら

れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
講
師
と
の
ふ
れ
あ

い
も
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　

平
尾
中
学
校
で
郷
土
料
理
教
室

地
域
で
取
れ
る
旬
の
食
材
を
調
理
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７
月
８
日
、
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
運
営
委

託
し
て
い
る
（
株
）
ワ
ン
プ
ル
ー
フ
と
町
に
よ
る

包
括
連
携
協
定
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
協
定
は
、
同
社
が
撮
影
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
で

活
用
す
る
画
像
や
動
画
デ
ー
タ
（
権
利
者
以
外
）

を
無
償
で
、
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
者
に
提
供

し
て
く
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
山
和
泉
代
表
取
締
役
は
「
包
括
連
携
協
定
を

通
し
て
町
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
者
と
そ
の
産
品
を

ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。

ワ
ン
プ
ル
ー
フ
と
包
括
連
携
協
定

プ
ロ
の
商
品
写
真
を
提
供

　
７
月
４
日
、
長
島
町
建
友
会
が
小
浜
海
水
浴
場

と
あ
づ
ま
海
水
浴
場
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
例
年
行
わ
れ
て
お
り
、
き
れ
い
な

海
岸
を
保
つ
た
め
に
32
社
が
作
業
に
励
み
ま
し

た
。

　
炎
天
下
の
中
、
会
員
ら
は
、
道
路
や
駐
車
場
ま

で
伸
び
た
木
の
伐
採
、
砂
浜
の
整
備
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
宮
脇
徳
仁
会
長
は
「
訪
れ
る
人
に
気
持
ち
良
く

利
用
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
意
義
を
話
し
ま
た
。

町
建
友
会
が
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

気
持
ち
良
く
利
用
し
て
も
ら
え
た
ら

　
７
月
20
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
『
わ
く

わ
く
ど
き
ど
き
科
学
教
室
ｉ
ｎ
長
島
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
長
島
町
の
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
に
触
れ
る
と
共
に
身
近
な
科
学
体
験
を

す
る
こ
と
で
、
科
学
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」
や
「
空

気
で
っ
ぽ
う
で
遊
ぼ
う
」、「
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
℃

の
世
界
」
な
ど
14
の
ブ
ー
ス
を
出
展
。
子
ど
も
か

ら
保
護
者
ま
で
み
ん
な
で
科
学
の
不
思
議
を
学
び

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
玉
優ゆ
う
さ
ん（
鷹
巣
小
２
年
）は「『
イ

ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
』
の
ブ
ー
ス
が
一
番
楽

し
か
っ
た
。
ピ
ン
ク
と
青
色
で
作
っ
た
作
品
が
お

気
に
入
り
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
科
学
教
室
ｉ
ｎ
長
島

親
子
で
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
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７
月
21
日
、
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
長
島

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
２
０
２
４
」
を
町
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
町
内
の
子
ど
も
約　
　
　

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
来
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

が
講
師
を
務
め
、
英
語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

レ
ゲ
エ
ダ
ン
ス
な
ど
を
交
え
な
が
ら
外
国
の
文
化

や
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　
竹
島
大
悟
さ
ん（
鷹
巣
小
１
年
）は
、「
お
も
ち
ゃ

の
動
物
釣
り
が
楽
し
か
っ
た
。
ｐ
ｉｇ
（
豚
）
が

釣
れ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

長
島
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
２
０
２
４

異
文
化
に
触
れ
よ
う　

７
月
22
日
、
野
球
チ
ー
ム
、
ヤ
ン
グ
オ
ー
ル
阿

久
根
中
学
部
に
所
属
す
る
町
内
の
中
学
生
３
人

が
、
７
月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
を
川
添
健
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
６
月
１
日
か
ら
２
日
ま
で
、
県

内
で
開
か
れ
た
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
選
手
権
大
会
九
州

第
２
支
部
予
選
会
を
見
事
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
田
中
優ゆ
う
せ
い成
さ
ん（
川
床
中
２
年・写
真
右
）は「
初

戦
の
相
手
は
強
豪
。
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
を
最
大

限
に
生
か
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

第
32
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
選
手
権
大
会

町
内
か
ら
３
人
が
全
国
大
会
へ
出
場

公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

赤
崎
、
菅
牟
田
チ
ー
ム
が
優
勝

　
７
月
８
日
か
ら
12
日
ま
で
の
５
日
間
、
町
民
の

健
康
増
進
と
健
全
な
自
治
公
民
館
づ
く
り
を
目
的

に
第
19
回
自
治
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
29
の
チ
ー
ム
が

参
加
し
、Ａ
パ
ー
ト
７
チ
ー
ム
、Ｂ
パ
ー
ト
22
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

Ａ
パ
ー
ト　
優
勝
【
赤
崎
】（
写
真
）　

　
　
　
　
　
２
位【
矢
堂
】３
位【
浦
底
】【
唐
隈
】

Ｂ
パ
ー
ト　
優
勝
【
菅
牟
田
】

　
　
　
　
　
２
位
【
山
中
Ｂ
】

　
　
　
　
　
３
位
【
宮
ノ
浦
】【
火
ノ
浦
】

長
島
中
学
校
で
救
命
救
急

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
方
法
に
気
を
付
け
よ
う

　
７
月
13
日
、
長
島
中
学
校
（
副
田
明
彦
校
長
・

69
人
）
の
土
曜
参
観
で
、
救
命
救
急
講
習
と
情
報

モ
ラ
ル
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
生
徒
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
夏

休
み
の
期
間
中
に
、
生
徒
ら
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぎ
、
健
康
で
安
全
に

過
ご
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
溝
添
う
た
さ
ん
（
１
年
）
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う

こ
と
が
多
く
な
り
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
も
あ

る
と
思
う
。
家
で
決
め
た
ル
ー
ル
を
守
り
、
使
用

方
法
に
注
意
し
た
い
」
と
情
報
モ
ラ
ル
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
様
子
で
し
た
。
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103 歳、名言だらけ 新紙幣完全ガイド

著／石井哲代・中国新聞社

自分の心に言い聞かせている言葉
を紹介します。

20 年ぶりとなる新紙幣発行。肖
像に選ばれた理由から、最新の技
術までまるわかり。

杖
つ
き
て
わ
が
行
く
道
は
遠
か
ら
ん
一
歩
一
歩
を
か
み
し
め
進
む

雨
降
り
を
一
人
眺
め
て
居
る
窓
に
出
入
り
の
燕
つ
ば
め

巣
作
り
な
ら
ん

眠
ら
ん
と
閉
ぢ
る
瞼
ま
ぶ
た
に
雷
の
光
り
が
さ
さ
る
梅
雨
戻
る
宵

ど
く
だ
み
の
花
白
々
と
咲
く
庭
を
歩
む
小
鳥
の
黄
な
る
嘴
く
ち
ば
し

テ
ー
ブ
ル
を
十
人
で
囲
み
し
昔
し
の
び
今
は
サ
ラ
ダ
を
ひ
と
り
食
ふ
夜

入
梅
や
沖
の
漁
り
火
消
え
や
ら
ず

梅
雨
に
入
る
古
漬
樽
を
晒さ

ら
し
け
り

六
月
や
潮
の
膨ふ

く
る
る
黒
之
瀬
戸

青
鷺
の
歩
に
て
ら
て
ら
と
水
応こ

た
ふ

大
海
月
気
ま
ま
に
浮
い
て
舟
溜
り

青
鷺
の
止
ま
る
筏
や
水
揚
げ
場

父
の
香
の
麻
の
ス
ー
ツ
や
同
窓
会

青
鷺
や
田
の
面
へ
風
を
呼
び
も
ど
す

磨
崖
仏
ま
た
来
て
出
会
ふ
ほ
う
螢

ほ
た
る

朝あ
さ
す
ず涼

の
畑
に
農
夫
の
笠
揺
れ
て

警
笛
の
遠
く
に
聞
こ
ゆ
梅
雨
の
海

淵

脇

護

二
階
堂
妙
子

山
嵜
加
代
子

迫
口
君
代

大
堂
正
弘

関
佳
代
美

白
男
川
孝
仁

二
階
堂
恵
子

大
堂
早
苗

関
喜
久
雄

坂
口 　

子

小
林 　

貢

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

浜
田
美
代
子

岩
下
ち
江

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

浮
雲
は
親
の
姿
に
見
え
も
し
て
ま
だ
ま
だ
キ
バ
レ
そ
げ
ん
聞
こ
ゆ
る

浮
雲
は
親
の
姿
に
見
え
も
し
て
ま
だ
ま
だ
キ
バ
レ
そ
げ
ん
聞
こ
ゆ
る

あ
れ
程
に
元
気
姿
の

あ
れ
程
に
元
気
姿
の
義義お

ば

お

ば母母
も
今
こ
の
世
に
な
き
と
思
え
ば
涙
す

も
今
こ
の
世
に
な
き
と
思
え
ば
涙
す

雨
降
り
て
暑
さ
や
わ
ら
ぐ
こ
の
夕
べ
思
い
ひ
と
と
き
も
て
あ
ま
し
て
る

し
ず
し
ず
し
ず
と
夜
半
前
に
昇
り
ゆ
く
居
待
月
黄
金
の
欠
け
ゆ
く
を
見
送
る

早
い
事
自
分
知
る
の
だ
間
違
は
ず
人
を
頼
ら
ず
自
分
な
す
の
だ

ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
落
ち
ゆ
く
滝
を
見
下
ろ
せ
ば
わ
が
身
の
ふ
わ
り
曽
木
の
空
へ
と

毎
年
の
我
が
家
で
作
る
あ
く
巻
は
昔
の
味
よ
手
前
味
噌
か
な

著／晋遊舎



編
集
後
記

▽
７
月
に
入
り
、
イ
ベ
ン

ト
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
日
差
し
が
強
い
こ
の
時

期
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
帽
子
が
必
須
で
す
。

▽
先
日
、
友
人
の
船
に
の

せ
て
も
ら
い
、
赤
イ
カ
釣

り
へ
行
き
ま
し
た
。
昨
年

ま
で
釣
っ
て
い
た
赤
イ
カ

の
サ
イ
ズ
と
は
異
な
り
、

今
年
は
大
き
な
赤
イ
カ
が

釣
れ
ま
し
た
。
一
夜
干
し

に
し
て
食
べ
る
と
肉
厚
で

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。

　
　
　
　
　
　
大
西
洋
介
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個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



第24回『夏まつりチビッ子広場』開催！

8月号
［No.221］

令和６年

2024年8月8日木曜日 発行

　小さなお子さんから楽
しめる夏まつりです。楽
しい屋台のほか、ステー
ジイベントやお楽しみ抽
選会もあります。

〇日時
　８月18日（日）
　午後５時～８時
〇場所
長島町文化ホール駐車場
〇問い合わせ先
　町商工会
　☎（86）0209



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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〇平尾診療所 88-2595
〇平田整形外科クリニック 62-8801
〇内山病院 73-1551
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□ひまわり薬局 62-6070
□本町薬局 73-3233
□かしま薬局 63-3970

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ

（獅子島）
◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇長島クリニック 88-6405
〇野田診療所 84-2023
〇鶴見医院 73-0553
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□さすえ薬局 88-6011
□野田診療所 84-2023
□そうごう薬局 64-8161

　　　　　　

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□長島調剤薬局 64-5555
□メープル薬局 62-9292
□すくすく薬局 72-5010

敬老の日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
�
〇おかだクリニック 63-7011
〇いまむらクリニック 73-1700
□市民調剤薬局 68-0150

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

秋分の日

〇平尾診療所 88-2595
〇整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
〇山田クリニック 72-0420
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707
□フタヤ薬局 67-5253
□よつば薬局 79-4331
□さくら薬局 63-7700

振替休日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇しもぞのクリニック 63-8300
〇北国医院 72-0016
□五万石薬局 63-8800

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

　　　　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

　　　　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）
■天ぷら油

（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　

〇鷹巣診療所 86-0054
〇出水病院 62-0419
〇阿久根眼科 72-0040
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
□長島調剤薬局 64-5555
□高松薬局 73-4002
□出水マリンバ薬局 63-8601

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●９月16日は敬老の日です。
　９月の第３月曜日は、多年にわたり社会に尽くしてきた老人を敬愛し、長
寿を祝う日になっています。

●９月 22日は秋分の日です。
　祖先をうやまい、亡くなった人びとをしのぶ日になっています。

特定検診・胃がん検診等特定検診・胃がん検診等

特定健診・胃がん健診等特定健診・胃がん健診等

特定健診・胃がん健診等特定健診・胃がん健診等
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